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縱
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濟
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濟
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右
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熟
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濟
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濟
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t

.
の

方

向

と

し
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、て
..：；

V

越

'

^

ぎ

一
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一'

^

氏

i
d
x
;

ミ
.ス
'
.雜

濟

學

說

」
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(

.

.昭

和

一

二

十

J
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)

.
が

.

お
ン
る
。V. 

■ 

■ 

,

■ 

: 

■:,
 

■-
,
し-

,
,\

:, 

■
,

.
,

-

前
述
せ
る
如
く
、
經
濟
學
が
科
學
と
し
て
成
立
し
得
た
の
は
近
" 

代
市
民
社
會
が
妙
構
的V

體
系
的
把
握
が
可
能
と
な
つ
：を
以
後
の
：：

::

事

；
で

あ

；
つ
，
た

Q
へ
こ
，のこ
，と
は

.

I 

'は，

r

勞
働」
の
範
禱
が
見
出
さ
れ

、
/ 

確
立
さ
れ

.た
尊

に

關

聯

わ

，.、
：
.他

は

社

會

的

再

生

産

過

程

と

し

て
 

濟

會

'の
揮
動
過
程
が
，把
握

..さ.れ
た

こ

と

に

關

聯

レ

で

ゐ

，，る

。
；

-
;社
‘ 

會
の
再
也
產
的
把
握
はIV.

ィ
.デ
.オ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
•り
糾
め
ら

'サ
、: 

'更
.に
、

そ
れ
は
ス
ミ
：ス
ン
に
よ
り
猶
展
せ
し
め
：ら
れ
る
の
で
’あ
';っ 

I

て

.
、
越

：
；
^

は

主

と

し

V
:

ス
ミ
、ス
國
富
論
第
二
編r

資
財
め
：性
質

、
：
：：
'
" 

;蓄
精
、
.及
.び
舟
緯
に

.ウ
い
て
'

」

、
I

資
本
の
理
論
、
.再
生
産
の

.理..： 

論
を
傑
求
さ
れ
、
，
そ
れ
は
常
に
マ
ル
ク
：

に
よ
り
；完
成
せ
ら
：れ
た 

.理
論
よ
り

V
,ス
ミ
；ス
再
ゆ
産
U

費
本
蓄
積
論
の
把
握
や
あ
り
、

，
 

''再
編
成
を
試
み

-も
れ

'れ

ま

.で
あ
.ジ
た
。
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'
.レ
！
.

1! 

'V

は

’
S
達」

の
中
でT

ス
ミ
ス
.
-の
二

つ

の

：誤P

(

不

變
資
本
の
.生
産
物
慎
値
か
ら
，

の
，.

除
去
•と
、
■
人
，的
滑
費
と
生
産
的 

消
費
と
の
.混
同)

の
訂
正
’ご
-そ
は
.、
マ
ル
ク
ス
•に
、
そ
の
注inr

ご

i

i

i

i

a

t

l

-

§

i

で
あ
つ
た
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V 

.ス
ミ
ス
再
生
産

I——

資
木
蓄
箱
論
批
判
に
於
て
、
第
一
に
ス
ミ 

•ス
自
身
のr.

惯
値
論」

批
判

：
 ̂

fK

ふ
よ
り
根
か
的
，な
問
題
と
關
聯 

，'す
：る
と
と
.で
あ

る

が

、
、
所

謂

：

r
Y
'
+
M
ド

グ

マ」

批

判

が

薄

：
へ

ら
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れ

て
‘來
た

。.此51̂

に隙
''

し
，て

は

越

お,
-
e 

..

藤

.塚
兩

氏
.に
よ

り

詳

細な
-.
 

:

る
開
を
：

^
た
の
で
：あ
つ
た
が

>
,第
！
一
めr

n
部

！
：

分

割」
の
！
： 

に

於

て.は
比

較

的

ふ

れ
.る
事

少

5

.と
，
思

は

れ

る

。

此

.
の

黯

は

更
 

に
.追
求

せ

ら

る.べ
き
で
，あ
ろ
ぅ

.

0.

右
の
！1

問
題
が

*正
し
ぐ
批
判
さ
，
 

れ
る
事
が
、
再
生
産
論
把
握
.の
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
0

:

ン 

い
ス
.、、/
:ス
再
生
産
、；
資
本
蓄
積
論
べ
の
傑
求
：̂
最
近
再
生
産

I
 

蔵

本

菩

秘

諭

の

.反

省

を

機

に

普
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レ

く

活

漆

に.：
な

さ

れ

つ.i
,あ

ウ. 

.

.て' 

ス
ミ
ス.
.研
ぞ

の
‘最
近
.の
：.一
；
力

の.顧
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し

て
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る
，
と
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れ
る

Q
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此
の
場
合
に
於
て

1
、
ス
ミ
ス
.せ
マ
ル
'■ク
.，ス
と
の
.敎
比
に
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取
、
て
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取

り

上

げ

ら

れ

て

ゐ

る

の

.で
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ウ

，
た0.
.
,
、

.ニ 

.

，
先
に
我
タ
は
近
代
市
民
社
會
そ
れ
ま
身
の
：反
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が
要
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さ
れ
て
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:

ゐ

る

點

ポ

ふ

：れ

た
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代

的
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社

會
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グ
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參
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に
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」
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、

我
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が

實

現

§

間

題

を

考

へ

る
場
合
、
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マ

ル

ク.

ス
理
論
の

.

完

成
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實

は

ス
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、

>

ス

の

再

生

産

論

..の

持

つ

振
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的

％
け

霞

を

批

半

し

.

つ
く
し
た
事
を
意
味
す
る

-,
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で
あ

.C\

て
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ス
ミ 
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資
本
蓄
積
論
一

^

再
生
產
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持
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時
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し
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識
す
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極
め
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な
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あ
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の
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再
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蓄
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念
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、
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譲
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じ
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蓄

積
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探
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.
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7
ス
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に

，極

め

V

多
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な

5
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資
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積
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、
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.
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蓄
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,
.か
、.

そ
.
.の
把
握
：め
仕
方
の
.相
異
、
.
.及li1
者
間
.の
：發
展
の
道
求
が
.重
.
. 

.，柴
な
課
題
と
な
.つ
-て
，ゐ
る
.
0
.
.
問
題
め
.提
起
そ
の
も
の
：に
は
多
く
の 

賛
意
を
表
す
る
も
の
-で
あ
る
-
0卽
.、
本
書
は
、
‘ス
ミ
ー
ス
，
•
，
へ

ー

ダ 

ル
、；

マ
ル
.クK.

め
.三
者
が
近
代
的
.市
民
社
：會
を
如
何
に
m
、
：如
何 

;

に
批
制
^
:
^
、：

如
何
に
し
て
莫
'る
給
論
を
板
り
、ほ
し
た
か
を
論
す
る 

‘

と
と
を
通
：し
.て
、
近
代
市
社
會
の

.諭
理
め
把
軟
-に
‘問
.は
ん
と
し
. 

て
A
序
文
參
照)

-
-書
が
れ
た
も
の
で
.あ
，つ
',た。

-

今

詳

細

に'
'內

：容

を

紹

：

介

す

る
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を
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持

た

な
ぃ
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が
、
，，本
書
が
取
ら 

れ
た
批
，ポ
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よ
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に
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踐
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が

、
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ぞ
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持
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ら
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れ
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濟
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.
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；

S

と
思
ふ
。U

'
」

.
'

 

ン
C

 

: 

' 

'
I
.
.
.
.

,

.

‘

•
"レ

.：.
ぃ

 

V
卞

い

-

レ
.：.…

....バ

 

/バ

：

'
\
.

' :
:

M

ト
ー
、：.
±

,

H

,

の
近

W

書
を
た
よ
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し
め
、
ス
ミ
ス
經
め
墜
の
持
つ
時
代
的
意
義
と
時
代
的
制
約
性
と 

，没

あ

キ

ま

な

了
#
じ
得
る
資
，め
.に
は
，:

ま
成
せ
ら
れ
た
理
論 

，を

過
し
..て爲るれる：
が棚め

V

重要である

i
.者へる

r
 
,

,、.
0
:
ス

ミ
.大
輕
.濟
學

，
は

勞

鶴

獨

値

說

：
の

上

に

立

：ち

て

、
一
#

鹿

反

省

せ
 

:: し
：

め
ら
れ
る
時
に

-、：
：を
ミ
：

經
濟
學
の
，慮
臾
敗
意
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は

M
し
く
把
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::

握
しえ

：.TV

れ

V同
時

に

.
、

ス

'
ミ

.

ス

經
濟
學
が
研
究
對
象
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し
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近 
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的
市
民
社
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の
構
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が
全
機
構
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體
系
的
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握
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得
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：れ
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つ
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、
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得
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。
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ダ
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介
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